
各教科等における
「令和２年度の重点」

○ 生きて働く知識・技能

○ 未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等

○ 学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性等

新学習指導要領では，子供たちに知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むため，育成を目指
す資質・能力の三つの柱として「知識及び技能」の習得と「思考力，判断力，表現力等」の育成，「学び
に向かう力，人間性等」の涵養が示されました。
これらの資質・能力を育成するため，子供たちが学びの過程の中で，他者との協働を通じて自己の考え
を広げ，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，自ら課題を見いだして解決策を考えたりするなど，
各教科等の学習を「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善することにより，学校教育における
質の高い学びを実現します。
徳島県教育委員会では，こうしたことを踏まえ，「確かな学力」において目指す子供を「自ら考え，判
断し，表現できる子供」とし，その具体的な姿を「阿波っ子 学びのススメ１０か条」に示し，「豊かな
心」・「健やかな体」の育成との調和を図りながら，目指す子供の姿の実現を図ります。

「自ら考え，判断し，表現できる子供」を目指して

育成を目指す資質・能力の三つの柱

すべての教科等にわたる国語力を生かした授業改善のポイント
(国語力向上タスクフォースの提案から)

本県の児童生徒に身に付けさせたい力

正確に読み取らせるには！！

主体的・対話的で深い学びの視点からは！！

深い学びにつながる三つの発問は！！

○ 何が書かれているかを的確に捉えよう！

○ 自分の思いや考えを「書く」場面を増やそう！
○ 自分の思いや考えを深めるために他者の意見を取り入れる場面を増やそう！
○ 学んだことを振り返る場面を工夫しよう！

○ 別の言葉に言い換えてみよう。
○ 比べてみよう。関連付けてみよう。
○ そう考えた根拠と理由は何だろう。

徳島県教育委員会

・ 文章の中心的な部分と付加的な部分，問題提起の部分と具体例，まとめの部分などを読み
分けて要旨を捉えたり，問いの意図やその解決に至る経緯を正しく理解したりする力
・ 目的に応じて必要な情報を集めるための見通しをもって臨み，根拠として取り上げている内
容が適切であるかどうかを吟味したり，また，その根拠が適切であるか理由が明確になるよ
うに自分の考えをまとめたり，表現上の工夫をしたりする力
・ 相手の意図を捉えたりしながら自分の考えを明確にもち，その考えを深めるために，場に応
じた適切な言葉遣いで話したり，書いたりしながら，互いに伝え合う力

本県の児童生徒に身に付けさせたい力



小学校の各教科等の重点

○日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付け，適切に使うことができる。
○「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」に関する活動において，目的や意図に応じ
て，必要な情報を選び，他者と伝え合うことを通して，自分の思いや考えを明確にしたり，深
めたりして，表現することができる。
○課題解決に向けて活動に粘り強く取り組むなかで，言葉を通じて人と関わり，言葉がもつよさ
を認識しようとしたり，言葉をよりよく使おうとしたりしている。

目指す子供の姿

国

語

①言語環境の整備と継続的に取り組む場の設定
◇語彙を豊かにするために，教師の話，資料・書籍，掲示等を充実させる。
◇読書，音読，視写・聴写，短作文等，楽しく反復できる手立てを増やす。
②子供の興味・関心や必要感を踏まえ，主体的に取り組むことができる単元の構想と展開
◇実生活との関連を踏まえて言語活動の目的や学習課題を明確にする。
◇子供の実態に即して，学習過程を弾力的にし，繰り返したり取り立てたりして指導する。
◇学習の手引きの作成や多様なモデルの提示等指導・支援の方法を多様にする。
◇言葉による見方・考え方を働かせるために，子供が比較・分類・関連付け等様々な思考に取り組
むよう発問や指示を工夫する。

③身に付けた国語科の資質・能力や学習内容の自覚化を図る指導の充実
◇多様な学習の記録（ノート，表現物，教材・教具，映像・音声資料等）が生まれるように工夫する。
◇「書くこと」を通して振り返りができるように，書く場面を設定し，書き方を指導する。

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容

○地域や我が国の国土の地理的環境，現代社会の仕組みや働き，地域や我が国の歴史や伝統と文
化を通して社会生活について理解しているとともに，様々な資料や調査活動を通して情報を適
切に調べまとめることができる。
○社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考えたり，社会に見られる課題を把握して，
その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したり，考えたことや選択・判断したことを
適切に表現したりすることができる。
○社会的事象について，国家及び社会の担い手として，よりよい社会を考え主体的に問題解決し
ようとすることができる。

①「単元を貫く問い」を設定し，知識を活用したり，技能を習熟させたりするための活動を
充実
◇単元を通して身に付けさせたい知識を明確にして，身に付けた知識を活用する場面を設定する。
◇地図や統計等，各種の資料を収集し，読み取り，まとめる学習場面を設定する。
②児童が自分の考えを広げ深める対話的な学習活動の充実
◇自分の考えをもつ場を設定し，思考を可視化する手立てを工夫する。
◇目的を明確にして，資料から読み取った情報等を基に根拠を示して話し合う場面を設定する。
③児童が主体的に問題解決しようとする学習活動の充実
◇児童と社会との関わりを意識させる課題を設定する。
◇課題に対するまとめや学びの振り返りの場面を設定する。

目指す子供の姿

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容

社

会

小学校の各教科等の重点

○数量や図形に関する基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けている。
○数学的な見方・考え方を働かせ，具体物，図，言葉，数，式，表，グラフなどを用いて事象や
問題解決の過程を簡潔・明瞭・的確に表現することができる。

○既習事項と関連付けたり，統合的・発展的に考えたりする態度を身に付け，新たな問題を見い
だしたり，算数を学ぶことの意義や有用性を実感することができる。

①数学的な見方・考え方を働かせることができる学習活動を貫く数学的活動の充実
◇「日常生活に関連した問題を解決する活動」や「算数の学習場面から見いだした問題を解決す
る活動」等を軸とした学習活動を設定し，授業中の児童の意識の流れに沿って展開する。

②自力解決の場の設定と集団解決の場の充実
◇自力解決の場や，集団解決の場において，数学的な表現の方法（具体物，図（絵），数，式，表，
グラフ等）を用いて問題解決に生かしたり，思考の過程や結果を表現して説明したりすることが
できるようにする。

③板書やＩＣＴ活用の充実と学習を振り返る場の設定
◇本時の展開が分かる板書やＩＣＴの効果的活用を心がけるとともに，学習の振り返りの時間を設
け，ノートに学習のまとめや気付き等を記すことができるようにする。

◇既習事項との関連を図るときには，前時までのノートを活用したり，対話的な学びや発信を計画
的に取り入れたりするなど，振り返る場の設定をする。

算

数

目指す子供の姿

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容

○自然の事物・現象についての性質や規則性などを理解するとともに，観察，実験において器具
や機器などを目的に応じて工夫して扱い，過程や得られた結果を適切に記録することができる。

○自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果
を基に考察し，それらを表現するなどして問題解決することができる。
○自然の事物・現象に進んで関わり，粘り強く，他者と関わりながら問題解決しようとするとと
もに，学んだことを学習や生活に生かそうとすることができる。

①自然事象についての知識を深めたり，観察・実験の技能を身に付けたりする学習活動の
充実
◇理解したことを適切な用語で説明する学習場面を多く設定する。
◇観察・実験の目的を捉えさせ，その過程や器具等の適切な操作，結果の記録の意義を理解さ
せる。

②身近な事物・現象の中に問題を見いだし，「問題解決の過程」をたどらせる学習活動の
充実
◇身近な事物・現象の中に問題を見いだし，各自が根拠のある予想や仮説を立て，考察を行う設
定をする。
◇各自の考えを図やモデルを用いて科学的な筋道を立てて説明し，互いの考えを共有する場面
を設定する。

③自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に思考，表現する学習活動の充実
◇各自が自分なりに考え，互いに意見を交わす学習場面を設定する。
◇自然の事物・現象に進んで関わり，生物を愛護する態度，生命を尊重する態度を養う学習活動
を充実させる。

理

科

目指す子供の姿

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容


